
2012-2013年度 No.1

　第 　11　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

阿久津地区ガバナー 塩月第２副地区ガバナー GLT　L瀬尾正弘

○  L戸部研一　　　委員長 ○  L坪谷茂　　　　副委員長 ○  L茅島純一     副委員長

 L池田謙一　　副委員長 ○  L古川竜也     副委員長  L溝口文穂       委員

 L西澤隆廣       委員 ○  L芳賀英紀       委員  L橋本隆夫       委員

○  L鹿野祥誠       委員 ○  L渡邊滋          委員 ○  L小森俊哉　     委員

 L氣谷昌代 　　　委員 ○  L手塚利行       委員  L柿澤美貴       委員

○  L小野隆子       委員 ○  L中村三奈       委員 ○  L野坂貢一       委員

 L志村昭          委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員
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作　成　者

第４回青年アカデミーメンバー交流会の概要説明

議題

次回委員会開催予定

議　　　題

貸会議室ルノアール　新宿３丁目ビックスビル店

　出席オブザーバー

次　　　第

青年アカデミー委員会

 L　戸部研一

出　席　者

出席者・欠席者・　定足数の確認

配布資料の確認

議事録作成者の指名

閉会の挨拶

審議経過事項の概要

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　坪谷　茂

開会

委員長挨拶

　２０１１年　４月　１１日　金曜日　　　　　１５時３０分　～１７時００分

次回開催日時
　　　　　　場所

当日の役割分担・進行内容に関して

今後のスケジュールについて

　２０１１年　４月２６日　金曜日　　１５時３０分　～　１７時３０分

　Ｌ茅島純一



①

②

③

議　　　題

例えば「東北支援について他クラブの活動状況を知りたい」などの要望で活発な意見が出て

当日の役割分担・進行内容について

活発な意見をお願いします。」と挨拶があった。

との声が挙がった。

審議経過事項の概要

No.2

次回の議題テーマ

①原稿のアクティビティの良いところと改善するべき点

②新しいアクティビティの方向性の模索

③東北復興支援へのアクティビティを考える

戸部委員長より、第４回交流会までにファシリテーターの簡単なセミナーを開催したいとの

について、各委員から意見が寄せられた。

委員長から「第４回（今期最終回）の青年アカデミー交流会の成功に向けて、

今回はその点を注意してはとの意見があった。

第４回青年アカデミーメンバー交流会の概要説明

東北支援に関しては、関心が高いので、選択ではなく、参加者全員が意見交換を希望して

今後のスケジュールについて

前回の反省点として、グループが「若手」「ベテラン」がうまく混ざらなかった。

時間的に2つのテーマで討論すべきではないか。東北支援のテーマは、懇親会に続くと思う。

ランダムにグループ編成をするのではなく、事前にテーマを提示し、本人の希望するテーマ

３役セミナーが16時終了であることが分かり、役割分担について具体的な審議がなされた。

3回の交流会を通じて例会訪問が活発になってきているので、合同アクティビティの可能性を

（合同アクティビティの可能性について）としてみてはとの意見に、「茅島さん、今日はいいね」

有意義な意見交換になるのではとのある委員から提案があり、「茅島さん、今日はナイス！」

にしてはとの意見が出た。

いると思うので、全グループで話し合うべきとの意見が多かった。

もっと引き出したほうが良いと思うという意見が出て、②のサブタイトルにサブタイトルとして

閉会に当たり、今期最後のメンバー交流会の成功に向け、委員全員の一致団結と、

交流会の成功を願うとの閉会の辞で委員会は終了した。

次回委員会開催日は４月２６日（金）１５：３０～ルノアール会議室とした。

という意見も出た。テーマについては吟味して次回までにメールで意見交換する。

という声がまたまた挙がった。

「①と②は同じベクトルに意見が進むのではないか」との意見から、①と②はひとつのテーマ

提案があり、事前に資料を送り、各自目を通した上で一度セミナーを開催することとした。

開催日は次回委員会の開催前に行うこととした。

同日に新三役セミナーが予定されており、委員（次期３約予定者が多数のため）の集合時間

が心配であり、設営や案内・受付について討議がなされた。


